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肘から遠位の手術に必要な腕神経叢ブロックⅡ。LiSA14：1090-1094，2007 
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14） 土井克史、太田淳一、原かおる、佐倉伸一、山崎祐子、齊藤洋司：超音波ガイド下腰
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2007 年 5 月 
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19） 内田 博、小笹 浩、坂口泰子、南浩太郎、井上明彦：当院の卒後初期臨床研修の麻
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27） 八塔累子，中谷俊彦，稲垣卓司, 齊藤洋司：緩和ケアチームの活動評価・実践のため

のスコアリングシステムとデータベースの構築．第 12 回日本緩和医療学会総会．岡山，
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31） 本岡明浩、橋本龍也、二階哲朗、齊藤洋司：ブプレノルフィンの脊髄鎮痛効果とμオ

ピオイド受容体インターナリゼーションの相関についての検討．第 29 回日本疼痛学会．

横浜，2007 年 7 月 

32） 齊藤洋司：オピオイド鎮痛の展望―レセプター動態から考えるー．日本ペインクリニ
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33） 中谷俊彦：CT ガイド下による神経根ブロックについて．日本ペインクリニック学会第
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53） Shono A, Nomura T, Koshizaki M, Mihara T, Goto F, Saito Y: The ultrasound scanning of the 
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56） Motooka A, Hashimoto T, Nikai T, Saito Y: The relationship between analgesic effect of 



- 8 - 
 

buprenorphine and internalization of μ -opioid receptor. American Society of 
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Meeting, San Francisco, California, October 13-17, 2007 
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62） 坂口泰子、齊藤洋司：硬膜外麻酔による術後鎮痛．日本臨床麻酔学会第 27回大会学術
集会･総会．東京、2007年 10月 

63） 土井克史：薬剤の選択．日本臨床麻酔学会第 27回大会学術集会･総会．東京、2007年
10月 

64） 佐倉伸一：坐骨神経ブロック．日本臨床麻酔学会第 27 回大会学術集会･総会．東京、
2007年 10月 

65） 佐倉伸一：末梢神経ブロックと術後鎮痛．日本臨床麻酔学会第 27 回大会学術集会･総
会．東京、2007年 10月 

66） 原かおる：下肢手術への応用．日本臨床麻酔学会第 27 回大会学術集会･総会．東京、
2007年 10月 

67） 二階哲朗、後藤文子、豊田浩作、橋本 愛、齊藤洋司：高齢者、全身麻酔導入におけ

るレミフェンタニル、プロポフォール至適投与方法の検討．日本臨床麻酔学会第 27回
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68） 山崎祐子、土屋律子、松浪勝昭、柳谷忠雄：高度肥満患者のレミフェンタニルによる
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71） 後藤文子、佐倉伸一、太田淳一、原かおる、齊藤洋司：1 歳児の下肢手術に対する超
音波ガイド下大腿神経ブロックの経験．日本臨床麻酔学会第 27回大会学術集会･総会．
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72） 土屋律子、柳谷忠雄、松浪勝昭、山崎祐子：プロポフォール注入時の血管痛に対する

レミフェンタニルの先行至適投与時間の検討．日本臨床麻酔学会第 27 回大会学術集
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73） 庄野敦子、三原 亨、越崎雅行、野村岳志、齊藤洋司：小児血液浄化中のデクスメデ
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76） 中谷俊彦：癌性疼痛．第１１回卒後臨床研修早朝セミナー．出雲市、2007 年 11 月 

77） 佐倉伸一：超音波解剖学．第 20 回日本局所麻酔学会．東京、2007 年 12 月 

78） 山崎祐子、紫藤明美、二階哲朗、齊藤洋司：レミフェンタニルを用いて麻酔管理を行

った副腎褐色細胞腫の一症例．島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，2007 年 12 月 

79） 奈良井康宏、東布実子、松田高志、原田真梨、小川 肇、橋本圭司：当院におけるレ

ミフェンタニルの使用状況．島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，2007 年 12 月 

80） 枝廣久美子、土井克史、紫藤明美、齊藤洋司：1歳児に対する分離肺換気の位置症例．

島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，2007 年 12 月 
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84） 本岡明浩、橋本龍也、二階哲朗、齊藤洋司：ブプレノルフィンの脊髄鎮痛効果とμオ

ピオイド受容体インターナリゼーションの関係．島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，

2007 年 12 月 

85） 椎原康也、石田亮介：原因の特定できなかったアナフィラキシーショックの一例．島
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ブロックで管理した重症 COPD 患者の麻酔経験．島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，

2007 年 12 月 

87） 太田淳一、庄野敦子、河野文子、野村岳志、齊藤洋司：血液浄化療法中、末梢神経ブ

ロックにて下肢切断術を行った 1 症例．島根麻酔医学会第 22 回大会．出雲，2007 年

12 月 

88） 中村裕二：当院の緩和治療におけるペインクリニック医の役割．島根麻酔医学会第 22
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89） 太田淳一、庄野敦子、河野文子、三原 亨、野村岳志、齊藤洋司：血液浄化療法中、

末梢神経ブロックにて下肢切断術を行った 1症例．第 25 回日本集中治療医学会中国四
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